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安全上のご注意

据付、計測、保守・点検の前に、必ず取扱説明書を全て購読し、正しくご使用くださ

い。計器の知識、安全の情報、注意事項のすべてについて習熟してからご使用くださ

い。熟読された後はご使用者がいつでも確認できる場所に保管してください。

この説明書では、安全注意事項のランクを『危険』『注意』と区分してあります。

ご注意

危 険

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、

中程度の障害や軽症を受ける可能性が想定される場

合および物的損害のみの発生が想定される場合

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、

死亡または重傷を受ける可能性が想定される場合

なお、　　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性

があります。いづれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

ご注意

１.構成

　ニュ－ゼロセンサ－計測システム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１

２.ニュ－ゼロセンサ－仕様

　（１）外観寸法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１

　（２）主な仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２

　（３）各部の名称・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２

　（４）スタイラス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３

　（５）スタイラスの交換・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

　（６）スタイラスの芯出し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

　（７）発信ブロックと受信ブロックの同芯度調整・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

３.インダクティブ受信ブロック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５

４.コントロ－ルユニット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５

５.ニュ－ゼロセンサ－動作テスト

　（１）ＮＣでのタッチ信号確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８

　（２）発信ブロックと受信ブロックの位置確認・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８

　（３）受信ブロック機能検査(ニュ－ゼロセンサ－本体不具合判定)・・・・Ｐ８

　（４）コントロ－ルユニット機能検査(受信ブロック不具合判定）・・・・・・Ｐ９

　（５）コントロ－ルユニット出力およびＮＣ入力検査・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１０

６.計測時のご注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１１

７.取扱いおよび保守のご注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１２

８.異常時の点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１２

９.保証に関する件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１３

目　次



このたびは、     ニューゼロセンサーをご採用頂き、誠に有り難うございます。ニューゼロセ
ンサーは　　　で永年培われてきた超精密加工技術により、高精度を追求した単体繰り返し精度
±０．５μの高精度３次元タッチセンサーです。インダクティブ信号伝達方式により、センサー
本体にはバッテリーが必要ありません。そのため、メンテナンスが容易です。
他の計測器と同様に精度を保つためには、丁寧なお取扱いと定期検査が必要です。

１.構成

ニューゼロセンサーは、測定物に接触するためのスタイラスとセンサー本体及び、タッチ信号

を受信するための受信ブロック、タッチ信号をＣＮＣ装置に伝達するためのコントロールユニ

ットにより構成されています。
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２.ニュ－ゼロセンサ－仕様
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全長175
ｾﾝｻ-ﾍｯﾄ゙型式
ｼｬﾝｸNO.

型式説明 BT50-ZS10-175

＊ドライブキ－溝に対するθは360°調整可能
＊L2、L4はロングスタイラス使用時の寸法(ST68-4R:ZS20,ST98-4R:ZS10)
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ニューゼロセンサ－

NCマシン

② ③ ④

①

受信ブロック

発信ブロック

インダクティブ方式で
信号伝達します。

①入力信号
②電源100Ｖまたは24Ｖ
③出力タッチＯＮ
④出力タッチＯＦＦ

コントロ－ルユニット

出力をＮＣのスキップ
入力端子へ接続



(２)主な仕様

＊ロングスタイラス(ST68-4R:ZS20,ST98-4R:ZS10)、プルボルトはオプションです。

項　　目
ニュ－ゼロセンサ－型式

BT40-ZS20-160

ZS20

±0.5μｍ（2σ）

ｽﾀｲﾗｽ：ST28-4R使用

BT50-ZS10-175

ZS10

ｽﾀｲﾗｽ：ST38-5R使用

セ ン サ ヘ ッ ド

繰 り 返 し 精 度

測 定 方 向 Ｘ・Ｙ・Ｚ方向

信 号 伝 達 方 式 インダクティブ方式

X

Y

Z

X

Y

Z

オ－バ－
トラベル量

測 定 圧 力

バ ッ テ リ －

保 護 構 造

±12mm ±15mm

8mm 10mm

0.7N 0.8N

2.5N 4.0N

不　要

防水構造

仕　様

(３)各部の名称

プルスタッドボルト

受信ブロック

発信ブロック

シャンク部

スリ－ブ固定ボルト
(Ｍ６×４ヶ所)

スタイラス
芯出しボルト
ZS10(M5×4ヶ所)
ZS20(M4×4ヶ所)
(ｺ゙ﾑｷｬｯﾌ゚圧入)

センサ－ヘッド

防塵カバ－

スタイラス

アーム

コントロ－ルユニット

■ノーマルスキップ使用時（ＣＮＣは、２msec.の処理速度）
　Ｆ＝２０mm／min.でご使用下さい。（最大はＦ＝５０mm／min.）
■高速スキップ使用時（ＣＮＣは、１００μsec.の処理速度）
　Ｆ＝１００mm／min.でご使用下さい。（最大はＦ＝４００mm／min.）

2

推奨計測速度



(４)スタイラス
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(５)スタイラスの交換

計測用途に応じオプションとして各種の交換用スタイラスがあります。高精度が必

要な場合は、できるだけ短いスタイラスを選定してください。      

スタイラスの交換及び芯出しは、本取扱説明書に従って実施してください。

型　式

ST28-1P

ST28-2P

ST28-3P

ST28-4P

ST28-4R

ST38-5R

ST68-4R

ST98-4R
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L1測定範囲

Ｌ

φ２

Ｍ３　Ｐ０.５

φ２

Ｍ３　Ｐ０.５
Ｌ

Φd

＊ニューゼロセンサー、ＯＰＴ３０００、ＦＭＴ５０００共通です。
＊スタイラスはねじ込み方式で簡単に交換できます。            

1

2
図１

図２

スタイラスは、Ｍ３のねじ込み式で取

り付けています。付属のレンチで取り

外すことができます。交換する場合は

、取り付けネジの端面のゴミ等の汚れ

をきれいに取り除き、手で締まる所ま

で締め付けてください。

最後にスタイラスを２～３mmＺ方向

に押しながら付属のレンチで、振動な

どで緩まない程度に丁寧に締め付け取

り付けてください。　　　　　　　　

（締付トルク０.８３Ｎ・ｍ）

（左右に大きく傾かないよう慎重に締め付けてください。)

スタイラスが緩んだ状態で計測を実施されますと、計測値に信頼性が無く加工物を

不良にしたり刃物が破損したりすることがあります。

スタイラスやプルボルトの取付取り外しは、ＢＩＧツーリングメイト等の安定した

専用台で実施してください。不安定な状態ですと落下等によりケガをする恐れがあ

ります。

ご注意

スタイラスのエッジなどで指を切らない様に注意してください。

ご注意



(６)スタイラスの芯出し
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スタイラスを交換した時は、ツールプ

リセッターか機械主軸にニューゼロセ

ンサーを取り付け、スタイラスの振れ

を測定圧力０.３Ｎ以下のテストインジ

ケ－タで測定して下さい。０.０５mm以

上の芯ズレがある場合は、本体外周４

カ所のゴムキャップを取り外し、芯出

しボルトをレンチで調整し、芯出しを

行ってください。

ゴムキャップを針先
で取り外します。

４ヶ所の芯出しボルトを
レンチで調整し、芯出し
を行ってください。

接触圧0.3N以下のテストイ
ンジケ－タが無い場合は、
スキマを見ながら調整して
ください。

接触圧0.3N以下のテストイ
ンジケ－タを使用

スタイラスを交換された際は、必ず基準ゲージを使用し、キャリブレーション （

スタイラス位置の補正）を実施して下さい。実施方法は、工作機械メーカ殿の仕様

書をご参照ください。

スタイラスの芯ズレが大きかったり、キャリブレーションをせずに計測を実施

されますと、正常な計測値が求められません。その状態で加工を実行されます

と、誤った座標値で加工を行い、加工物を不良にしたり刃物が破損することが

あります。

ご注意

(７)発信ブロックと受信ブロックの同芯度調整

発信部と受信部の芯ズレは１mm以内、スキ

マは0.5～1.0㎜になるように調整して下さ

い。円周方向の角度調整は、固定ボルト　

(Ｍ６×４ヶ所)を少しだけ緩め、アームを

動かしズレを調整して下さい。　　　　　

調整完了後は、固定ボルトが振動で緩まな

いように確実に締め付けてください。

ご注意

固定ボルトを緩め過ぎると、ヘッド部が落下しセンサーが破損します。足の上

等に落下した場合は、ケガする恐れがあります。

ズレ１mm以下

スキマ0.5～1.0mm

（４ヶ所のスリ－ブ固定ボルトを緩める。）

（ア－ムを動かして芯ズレを調整する｡)
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３.インダクティブ受信ブロック
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① CR-30A
② CR-30B
③ CR-30D CR-30C CR-20A CR-20B

４.コントロ－ルユニット

ＯＮ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

主軸にセット ワ－クに接触 ワ－クより離脱

①

②

③

④

タッチ出力１

タッチ出力２

コントロ－ルユニット
出力

・コントロ－ルユニットはニュ－ゼロセンサ－からタッチ信号をＮＣ装置に伝えるための 
  インタ－フェ－スです。
・高速スキップ対応型の電子回路に設計してあります。
・出力部はフォトトランジスタを使用しているため、内部電位とは関係なく、独立した 
  無接点リレ－となっています。

*出力はNO.1、NO.2とも切換スイッチにより同出力とすることができます。

・オイルホ－ルホルダ－用ブロックとインダクティブ受信部を一体モ－ルドした

　兼用型も製作いたします。

・インダクティブ受信ブロックは、ニユ－ゼロセンサ－本体への電源供
　給とニユ－ゼロセンサからのタッチ信号の受信を行う非接触形の高性
　能信号伝達装置です。
・機械主軸端面にニュ－ゼロセンサ－発信部と対向して取付け、リ－
　ド線をコントロ－ルユニットへ配線します。
・機械への取付寸法を考慮して各種の形状が用意しております。
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BUZZERPOWERSIGNAL
TOUCH

CONTROL -UNITZERO SENSOR

BUZZER
POWERSIGNAL
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CONTROL -UNITZERO SENSOR

AC100VF(1A)

AC100VF(1A)
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GND0VSIG12V1234
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F

CONTROL -UNITZERO SENSOR
E
SU

F

INPUTOUTPUT

OU
TP
UT

3
4

OUTPUT (LED)

POWER (LED)

出力切り替えスイッチ
（A接・B接）

ブザー

S2

S1

B

A
B

A

0V
赤

白
黒

G
IN
PU
T

PO
WE
R 24
V

1
2

CUS-1A

CUS-1AN

CUP-1A

CUS-3A

●ＡＣ１００Ｖ電源仕様

●ＤＣ２４Ｖ電源仕様

端子台式

端子台式

端子台式

コネクタ式

Ｗ１５０×Ｄ１４０×Ｈ５６

Ｗ１５０×Ｄ１４０×Ｈ５６

Ｗ１５０×Ｄ１３９×Ｈ５５

Ｗ１２５×Ｄ１２２×Ｈ４５

ＡＣ
１０
０Ｖ
へ

ＡＣ
１０
０Ｖ
へ

電源コ－ド１ｍ

電源コ－ド１ｍ

３－ケ－ブルロック(ＳＣＬ－６Ａ)

ケ－ブル外径 φ３．０～φ４．５
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２４Ｖ

ＰＯＷＥＲ

赤白 ０Ｖ黒Ｇ

ＩＮＰＵＴ

ＢＡＢ

Ｓ２Ｓ１

Ａ

ＯＵＴＰＵＴ

OUTPUT INPUT

GNDSIG

WHITE

BLACK

12V

RED

13

OUTPUT

24 0V 1

23

4

1

2

3

4

5

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ
ＳＷ１

ＳＷ２

０ＶＲＥＤ ＋２４Ｖ

ＰＯＷＥＲ

ＢＬＡＣＫＴＯＵＣＨ－１ ＳＨＩＥＬＤ

ＩＮＤＵＣＴＩＶＥ

ＷＨＩＴＥＴＯＵＣＨ－２

通常Ｂ接点出力（ＮＣ）

通常Ａ接点出力（ＮＯ）

ＴＯＵＣＨ－１側出力切替スイッチ

ＴＯＵＣＨ－２側出力切替スイッチ

通常Ｂ接点出力（ＮＣ）

通常Ａ接点出力（ＮＯ）

ＴＯＵＣＨ－１側出力切替スイッチ

ＴＯＵＣＨ－２側出力切替スイッチ

●端子台・コネクタ詳細

CUS-1A CUS-3A

CUS-1AN CUP-1A

１２３４
３４ １２

受信ブロック
との配線

受信ブロック
との配線

受信ブロック
との配線

受信ブロック
との配線
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(４)コントロ－ルユニット機能検査（受信ブロック不具合判定)

受信ブロックの機能検査で信号のＯＮ－ＯＦＦが異常な場合、コントロ－ルユニッ

ト以降の機能の良否により受信ブロックの良否を判定致します。

つまり、鉄片による受信ブロックの検査で異常が発生し、コントロ－ルユニット以

降の機能が正常な場合は、受信ブロックの不具合または、受信ブロックのケ－ブル

の断線が不具合発生原因となります。

　

　①ＮＣおよびコントロ－ルユニットの電源を切り、受信ブロックからのケ－ブルを

　　外して下さい。(ＩＮＰＵＴ：赤，白，黒，Ｇを外す。ＣＵＳ－３Ａは、コネク

　　ターを外す。）

　②ＮＣおよびコントロ－ルユニットに電源を投入し、ＩＮＰＵＴの白と黒の端子

　　を短絡したり開放したりしてください。（ＣＵＳ－３Ａは、２ピンと３ピン）

次の手順でコントロ－ルユニットの検査を行なってください。

(３)受信ブロック機能検査（ニュ－ゼロセンサ－本体不具合判定）

●ニュ－ゼロセンサ－本体だけの機能検査は出来ません。そこで、受信ブロック以降の
  電気回路の良否の状態によりニュ－ゼロセンサ－本体の機能の良否を判定致します。 
  つまり、(１)項のＮＣでのタッチ信号確認が異常で、受信ブロック機能検査が正常で 
  あればゼロセンサ－本体の不具合と判明致します。次の手順で受信ブロックの機能 
  検査を行なってください。

①主軸からニュ－ゼロセンサ－を外してください。

②受信ブロックのφ１８受信部に鉄片(金属のスケ－ルで可)を１㎜以下に近づけたり 
  ５㎜以上離したりしてください。

③受信ブロックから離した場合
　・コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ、ＣＵＳ－３Ａ、ＣＵＳ－１ＡＮのＴＯＵＣＨ ＳＩＧＮＡＬの
       ＬＥＤが点灯し、ＮＣ側は入力信号がＯＮの状態。
　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのＯＵＴＰＵＴのＬＥＤが点灯し、てＮＣ側は入力信
　　号がＯＮの状態。

④受信ブロックに近づけた場合
　・コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ、ＣＵＳ－３Ａ、ＣＵＳ－１ＡＮのＴＯＵＣＨ ＳＩＧＮＡＬの
　　　ＬＥＤが消灯し、ＮＣ側は入力信号がＯＦＦの状態。
　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのＯＵＴＰＵＴのＬＥＤは消灯し、ＮＣ側は入力信号
　　がＯＦＦの状態。

⑤上記のとおりであれば正常です

☆上記検査が正常で、ＮＣでのタッチ信号確認が異常の場合は、ニュ－ゼロセンサ
　－本体の不具合です。上記検査が異常な場合は、(４）項の検査を実施してくださ
　い。
　但し、コントロ－ルユニットのタッチ信号ランプもしくはアウトプットＬＥＤ　
　が正常でＮＣ側の入力信号のみ異常な場合は、ニュ－ゼロセンサ－本体の異常で
　はなくコントロ－ルユニットの出力かＮＣ側入力の異常です。
　この検査方法は、(５)項に記載致します。

５.ニュ－ゼロセンサ－動作テスト

(１)ＮＣでのタッチ信号確認

●マシニングセンタの電源およびコントロ－ルユニットの電源を投入後にニュ－ゼロセ 
  ンサ－を主軸に装着してください。次の手順で動作テストを行なってください。

①指先でスタイラスを軽く動かし、コントロ－ルユニットのタッチ信号ランプが点灯 
  しブザ－が鳴ることを確認します。　

②ＮＣ側の入力確認を行ないます。

③ＮＣ装置側にスキップ信号が入力されている場合は、ニュ－ゼロセンサーは正常です。

④ＮＣ装置側にスキップ信号が入力されてない場合は、ニュ－ゼロセンサーの機能検
　査が必要です。

ご注意

ＮＣの操作及び確認は、工作機械メーカー殿のご指示に従い実施してください。

本テストにて異常がある場合は、(２)項以降の検査項目に従って検査を実施
して下さい。

(２)発信ブロックと受信ブロックの位置確認

●発信ブロックの発信部と受信ブロックの受信部の位置確認をＰ４の(7)発信ブロックと
　受信ブロックの同芯度調整の項目を参照に行ってください。
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　開放時----コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ、ＣＵＳ－３Ａ、ＣＵＳ－１ＡＮのＴＯＵＣＨ

　　　　　　　　　ＳＩＧＮＡＬのＬＥＤが点灯し、ＮＣ側は入力信号がＯＮの状態。

　　　　　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのＯＵＴＰＵＴのＬＥＤが点灯し、ＮＣ　

　　　　　　側は入力信号がＯＮの状態。

　短絡時----コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ、ＣＵＳ－３Ａ、ＣＵＳ－１ＡＮのＴＯＵＣＨ

　　　　　　　　　ＳＩＧＮＡＬのＬＥＤが消灯し、ＮＣ側は入力信号がＯＦＦの状態。

　　　　　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのＯＵＴＰＵＴＬＥＤは消灯し、ＮＣ側

　　　　　　は入力信号がＯＦＦの状態。

上記テストが正常で、(３)項の受信ブロック機能検査が異常の場合は、受信ブ

ロックの不具合です。

但し、コントロ－ルユニットのタッチ信号ランプもしくはアウトプットＬＥＤ

が　正常でＮＣ側の入力信号のみ異常な場合は、コントロ－ルユニットの出力

かＮＣ側入力の異常です。この検査方法は、(５)項に記載致します。(５)コントロ－ルユニット出力およびＮＣ入力検査

コントロ－ルユニット出力検査

①ＮＣおよびコントロ－ルユニットの電源を切り、受信ブロックからのケ－ブル

　を外して下さい。（ＩＮＰＵＴ：赤，白，黒，Ｇを外す。ＣＵＳ－３Ａは、コ

　ネクターを外す。）

②ＯＵＴＰＵＴ１－２，３－４のケ－ブルを外して下さい。（ＣＵＳ－３Ａは、

　コネクターを外す。）

③アナログテスタ－をΩレンジにしてＯＵＴＰＵＴ１－２の１の端子に－COM(黒

　の測定子)､２の端子に ＋（赤の測定子)を接続してください。

　《デジタルテスタ－の場合は１の端子に ＋（赤の測定子）、２の端子に－COM 

  (黒の測定子)を接続してください。》

④ＮＣおよびコントロ－ルユニットに電源を投入し、ＩＮＰＵＴの白と黒の端子

　を短絡したり開放したりして下さい。（ＣＵＳ－３Ａは、２ピンと３ピン）

開放時----コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ，ＣＵＳ－３Ａのタッチ信号ラ

　　　　　ンプが点灯してアナログテスタ－は１００Ω前後の抵抗値。

　　　　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのアウトプットＬＥＤが点灯し

　　　　　てアナログテスタ－は１００Ω前後の抵抗値。

　　　　　《デジタルテスタの場合は２００Ω前後の抵抗値》

短絡時----コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ，ＣＵＳ－３Ａのタッチ信号ラ

　　　　　ンプは消灯しアナログテスタ－は∞Ωの抵抗値。

　　　　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのアウトプットＬＥＤは消灯し

　　　　　アナログテスタ－は∞Ωの抵抗値。

　　　　　《デジタルテスタの場合は∞Ωの抵抗値。》

　☆ＯＵＴＰＵＴ３にアナログテスタ－の－COM，４にテスタ－の ＋ を接続　　

　　した場合は、前記の開放時と短絡時の特性が逆になります。

　　本検査が異常の場合は、コントロ－ルユニットの不具合です。

前記検査が正常で、(１)項のＮＣでのタッチ信号確認が異常の場合は、ニュ－ゼロ

センサ－本体の不具合です。前記検査が異常な場合は、(４)項の検査を実施してく

ださい。

但し、コントロ－ルユニットのタッチ信号ランプもしくはアウトプットＬＥＤが正

常でＮＣ側の入力信号のみ異常な場合は、ニュ－ゼロセンサ－本体の異常で　はな

くコントロ－ルユニットの出力かＮＣ側入力の異常です。

この検査方法は、(５)項に記載致します。

(４)コントロ－ルユニット機能検査（受信ブロック不具合判定)

●受信ブロックの機能検査で信号のＯＮ－ＯＦＦが異常な場合、コントロ－ルユニット

　以降の機能の良否により受信ブロックの良否を判定致します。

　つまり、鉄片による受信ブロックの検査で異常が発生し、コントロ－ルユニット以降

　の機能が正常な場合は、受信ブロックの不具合または、受信ブロックのケ－ブルの断

　線が不具合発生原因となります。

　次の手順でコントロ－ルユニットの検査を行なってください。

①ＮＣおよびコントロ－ルユニットの電源を切り、受信ブロックからのケ－ブルを外

　して下さい。(ＩＮＰＵＴ：赤・白・黒・ＧＮＤ(ＳＨＩＥＬＤ)を外す。ＣＵＳ－３Ａは、コネク

　ターを外す。）

②ＮＣおよびコントロ－ルユニットに電源を投入し、ＩＮＰＵＴの白と黒の端子を短

　絡したり開放したりしてください。（ＣＵＳ－３Ａは、２ピンと３ピン）　
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(５)コントロ－ルユニット出力およびＮＣ入力検査

●コントロ－ルユニット出力検査

開放時----コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ、ＣＵＳ－３Ａ、ＣＵＳ－１ＡＮのＴＯＵＣＨ

　　　　　　　　ＳＩＧＮＡＬのＬＥＤが点灯し、アナログテスタ－は１００Ω前後の抵抗値。

　　　　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのＯＵＴＰＵＴのＬＥＤが点灯し、アナ

　　　　　ログテスタ－は１００Ω前後の抵抗値。

　　　　　《デジタルテスタ－の場合は２００Ω前後の抵抗値》

短絡時----コントロ－ルユニットＣＵＳ－１Ａ、ＣＵＳ－３Ａ、ＣＵＳ－１ＡＮのＴＯＵＣＨ

　　　　　　　　ＳＩＧＮＡＬのＬＥＤが消灯し、アナログテスタ－は∞Ωの抵抗値。

　　　　　コントロ－ルユニットＣＵＰ－１ＡのＯＵＴＰＵＴのＬＥＤは消灯し、アナ

　　　　　ログテスタ－は∞Ωの抵抗値。

　　　　　《デジタルテスタ－の場合は∞Ωの抵抗値。》

ＯＵＴＰＵＴ３にアナログテスタ－の － COM，４にテスタ－の ＋ を接続した場合は

、前記の開放時と短絡時の特性が逆になります。

本検査が異常の場合は、コントロ－ルユニットの不具合です。

●ＮＣ入力検査

①コントロ－ルユニットのＯＵＴＰＵＴ(ＴＯＵＣＨ)１と２のケ－ブルを外し、ＮＣ側のス

　キップから　来ているこの線の両端を開放したり短絡したりして下さい。　　

開放時----ＮＣの入力確認をすると、信号はＯＦＦ状態。（但し、スキップの

　　　　　パラメ－タ－が立ちさがりを利用の場合は逆）

短絡時----ＮＣの入力確認をすると、信号はＯＮ状態。（但し、スキップのパ

　　　　　ラメ－タ－が立ちさがりを利用の場合は逆） 

本検査が異常な場合は、ＮＣ側スキップレシ－バ－回路の不具合です。

①ＮＣおよびコントロ－ルユニットの電源を切り、受信ブロックからのケ－ブルを外

　して下さい。(ＩＮＰＵＴ：赤・白・黒・ＧＮＤ(ＳＨＩＥＬＤ)を外す。ＣＵＳ－３Ａは、コネク

　ターを外す。）

②ＯＵＴＰＵＴ(ＴＯＵＣＨ)１－２，３－４のケ－ブルを外して下さい。(ＣＵＳ－３Ａは

　、コネク　ターを外す。）

③アナログテスタ－をΩレンジにしてＯＵＴＰＵＴ(ＴＯＵＣＨ)１－２の１の端子に －

　COM(黒の測定子)､２の端子に ＋ (赤の測定子)を接続してください。

　《デジタルテスタ－の場合は１の端子に ＋（赤の測定子）、２の端子に － COM 

  (黒の測定子)を接続してください。》

④ＮＣおよびコントロ－ルユニットに電源を投入し、ＩＮＰＵＴの白と黒の端子　 

  を短絡したり開放したりして下さい。（ＣＵＳ－３Ａは、２ピンと３ピン）



11

６.計測時のご注意

・測定面やスタイラスに切粉や切削油が付着しないように、エアーや柔らかいウエス

　で適時清掃して下さい。

・高精度を要求される測定物を計測される場合は、必ず３８mm以下のスタイラスをご

　使用下さい。もし長いスタイラスをご使用されますと、スタイラスの長さ、重力、

　機械振動等の影響により精度が悪化し、計測値が安定しない場合があります。

・受信ブロックに切粉が付着すると、タッチＯＮ信号が出力されずにセンサーがワー

　クに接触しても終点座標まで動くことがあります。

　また、ＡＴＣ時に発信ブロックと受信ブロックの間に切粉が挟まれても信号伝達部

　が破損し、同様の状態になることがあります。

　センサーが主軸に装着される前に、必ず受信ブロック表面を清掃のためにエアーブ

　ローを行って下さい。エアーブローだけでは、堆積した切粉を取り除けませんので

　定期的にウエス等で清掃して下さい。

ニュ－ゼロセンサーを用いて自動計測を実施される際は、予め安全を考慮した計測

プログラムをご用意下さい。安全が考慮されていない計測プログラムで計測された

場合は、ＣＮＣを含めてタッチ信号に異常があった場合は機械が暴走して危険です。

測定値が異常値のままで加工に入ると、誤った座標値で加工を行い、刃物、加工物

、センサー、機械等を破損する恐れがあり、又その破片で人体に危険を及ぼす恐れ

があります。

　必ず、次項に従った計測プログラムでご使用下さい。

　①ワークに接触する前にタッチ信号が出た場合に異常値と判定し、再計測または

　　計測を中止してアラームにして下さい。再計測時も同様の状態が発生した場合

　　は、すぐにアラームとして計測を停止して下さい。

　②ワークに接触してもタッチ信号が出なかった場合にスタイラスのストロークエ

　　ンドまで進む前にアラームとして機械を停止させて下さい。

　③測定結果を予想値と比較して、許容範囲外の場合は再度計測を実施するか次行

　　程の加工を実施しないで下さい。

　④万一、タッチ信号が出力されなかった時に機械がプログラムの保護により損傷

　しないで停止可能な計測速度で計測を実施して下さい。推奨計測速度に関しては

　Ｐ２をご参照ください。　　

ご注意

危 険



12

７.取扱いおよび保守のご注意

・ニューゼロセンサーに

　３Ｇ以上の振動を与え

　ないで下さい。

・保管される場合、発信ブロックやスタ

　イラス部分が他の物と接触しない様に

　して下さい。

・スタイラスに衝撃を与えたり、指で極

　端に曲げたりしないで下さい。
・スタイラスにゴミ等が付着しないよう

　に適時清掃管理して下さい。

・防塵カバーを指で押した
　り、傷つけたりしないで
　下さい。万一、誤って破
　れた時は弊社に修理をご
　用命下さい。

・ニューゼロセンサーには

　直接切削油をかけないで

　下さい。

・ニューゼロセンサーに付
　着した切粉や切削油は、
　柔らかいウエスで適時丁
　寧に拭き取って下さい。

・ニューゼロセンサーをマ
　ガジンにセットされる時
　は、オイルホールホルダ
　等オイルの垂れるツール
　から離して下さい。

・精度維持のためには、丁寧かつ慎重なお取り扱いが必要です。 また、１ヶ年ごと  

  に定期点検が必要です。（ご使用頻度により異なります。）

ご注意

８.異常時の点検

異常状態 チェックポイント

・スタイラスの締めつけがゆるんでいませんか。

・測定面の仕上げが粗すぎませんか。

・測定面に切粉は付着していませんか。

・スタイラスの芯出しが不良ではありませんか。

・修理又はスタイラス交換後、キャリブレーションをされましたか。

 ・受信部と発信部の芯がズレていませんか。

 ・受信部や発信部に切粉が付着していませんか。

 ・受信部に金属板を近づけたり、離したりして信号が出るかどう 

   かをチェックして下さい。信号が出なければコントロールユニ 

   ットか受信ブロックの故障です。 

計測精度が出

ない場合

タッチ信号が

出ない場合

チェック内容については項目５のニュ－ゼロセンサ－動作テスト

Ｐ７～Ｐ１０ご参照ください。

タッチ信号が

出っぱなしの

場合

・項目５のニュ－ゼロセンサ－動作テストＰ７～Ｐ１０を参照に

　動作テストを行ってください。　
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９.保証に関する件

保証期間：納入後１年間

但し、下記の様な場合は除きます。

・３Ｇ以上の振動や衝撃を与えられた場合

・故意に分解された場合

・使用の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷

・お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷

・火災、地震、風水害、雷、塩害やその他の天災による故障および損傷
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北陸営業所�

西 部 支 店

岡山営業所

広島営業所

九州営業所

海外営業部

〒579-8013

〒332-0026�

〒981-1221�

〒373-0861�

〒243-0803

〒390-0852�

〒460-0022

〒422-8052�

〒921-8002�

〒578-0957�

〒700-0976�

〒739-0026�

〒816-0088�

〒579-8025

CERTIFIED

M
A

N
AGEMENT SYS

T
E

M

QUALITY SYSTEM

ISO9001
認証取得

JQA-QM3913
FA Dept.

■FA事業部
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